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カノコソウ産地化
取り組み事例紹介

草 野 農 場
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１）取り組みの経緯

２）取り組みにあたり出てきた課題
a）栽培時
b）加工調整時

３）新たなる取り組みに向けて
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１）取り組みの経緯
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小林製薬＝草野作工の取組み

2010年頃

生薬マイスターとの出会い

カノコソウ試験栽培開始

2012年～

現在

試験栽培と機械化の検討
・専用機開発

生産規模拡大と栽培安定
化に向けた取組み
・契約栽培戸数の増加
・農薬登記

生産効率化
と

持続化の検討
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２）取り組みにあたり出てきた課題
a）栽培時
b）加工調整時
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◆課題
栽培にあたり7月末より8月初め
にかけて枯れてくる現象が発生

順調に育っていたカノコソウが夏に急に溶けてなくなる・・・
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カノコソウ伝説＝お盆過ぎに無くなる

病原菌による障害の可能性

草野農場より長沼中央農試持ち込み
＊農試では同定のみ対策案は無し＝独自解決に向け取組み開始

糸状菌（かび） バーテイシリウム半身萎凋病と断定
中央農試が学会発表しバーテシリウムを登録

小林製薬依頼のもと医薬基盤研究所などが
殺菌剤の適応拡大試験の実施

半身萎凋病の予防のための殺菌剤 ベンレートの
適応拡大登録することができた
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２）取り組みにあたり出てきた課題
a）栽培時
b）加工調整時
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◆課題
根塊の土が落ちない
ハンマー等で叩く処理を実施
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すべて手作業、冷たい、効率悪い、儲からない
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　　◯トロンメル

　　◯洗浄機

生薬マイスター 古木氏監修のもと 草野作工＝小林製薬で専用洗浄機を開発

押しつぶし＆株ほぐし土落とし

④収穫後の調整作業が大変
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機械化前 機械化前 機械化後 機械化後

掘り取り
土落とし

10人 ８Ｈ 10人 ８Ｈ

根切り 8人 ８Ｈ － －

株 根調整 8人 ８Ｈ 12人 ８Ｈ

洗浄 8人 ８Ｈ 2人 ８Ｈ

工数合計 ２７２Ｈ １９２Ｈ

※10aの調整作業工数

◆機械化前後の工数比較

★洗浄の機械化により約30%工数削減を実現することができた
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３）新たなる取り組みに向けて
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★カノコソウを使用している製品
命の母aの売り上げがインバウンンドの
影響もあり右肩上がり
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命の母a 売上推移 (2013年を100とする）
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◆新たな課題
生産量拡大する必要が出てきた

チャレンジ！
①生産者増による面積の拡大
②栽培持続性（生産農家の維持）
③ナーセリーの構築




